
「第 16 回」冬季全国算数授業研究大会 in「東京」 
http://jugyoken-tokyo.seesaa.net/ 
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【日時】平成 25 年 12 月 26 日（木） 
 

【場所】連雀学園三鷹市立南浦小学校（校長 柳瀬 泰） 
 

【大会テーマへの思い】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【内容・タイムテーブル】 
 「よい授業」を追究する視点として、「授業の構想」「教材の見方」「協議の方法」と 3 つの視点をもとに、

それぞれの分科会に分かれて公開授業、協議会を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・申し込み先：東京大会事務局 toukyoutaikai@hotmail.co.jp 

 

受

付 

9:00 

 

授業の構想を 

変えよう 

 

教材の見方を

変えよう 

 

協議の方法を

変えよう 

自分の授業構想がマンネリ化している 

今の授業スタイルからの脱却したい 

日々新鮮な授業を展開したい 

もっと教材の魅力を引き出したい 

新しい教材の見方を知りたい 

この教材でこんな授業がしたい 

研究主任、スクールリーダー、若手研
究会リーダーとして、授業研究会や協
議会をもっと楽しく充実させたい 

9:30 公開授業Ⅰ  

協議会Ⅰ 

昼  食 

 公開授業Ⅱ 

協議会Ⅱ 

 

 
16:30 講演 筑波大学附属小学校 田中博史先生 

授業研理事・幹事と小グループで昼食をとり、日頃の授業や学校の様子など楽しく

語り合い、全国に仲間を広げましょう。 

もし今日、ベストと思える「よい授業」ができたとします。しかし、翌日、同じレベルの授業を行うことが難しいこと

を私たちはよく知っています。一体、どのよう教育観に立ち、どれだけの指導技術を有し、どのような条件を満たせば常

に「よい授業」ができるのでしょうか。この冬の「全国算数授業研究会 in 東京」では、夏のテーマ「よい授業とは」を

さらに深めていきたいと思います。 

そのために「冬の大会」では「授業の構想」「教材の見方」「協議の方法」の３つの視点で「よい授業」を追究します。

大会実行委員は「変えたい」「変えよう」の思いを込めたプログラムを準備し皆様をお待ちしています。 

子どもは、お互いの考えを出し合い、時にはぶつかり合いながら思考を深め、共有し、さらに高次のものへと高めてい

きます。我々教師もそうありたいものです。この大会を通じて、全国ネットで仲間が繋がり、その成果を各学校に持ち帰

り、全国各地の小さな学校から日本の算数教育が大きく変わっていくことを願って第 15 回記念大会を開催します。 

授業・教材・協議会 

３つの分科会 

午前 6本 午後 6本 

1日で12本の公開授

業を予定！ 

締め切りは１２月初旬です

が昼食の予約があります。お

早めにお申し込みください。 

大会参加費 

３５００円（昼食代含） 

6 本の授業の授業者は東京の若手教師です。各会場に授業研理事・幹事が

講師・コーディネートを行い、テーマに沿った協議会を行います。 

 

６本の授業は授業研理事、元理事の先生方です。夏を超える熱いパネルデ

ィスカッションが待っています。 

 

 

メールの件名欄に「申込者氏名」「都道府県名」「所属先名」をメール本文に参加希望分科会を御記入ください。 


